
（参考様式）参考図面（社会資本総合整備計画　広域連携事業）

計画の名称 リニア開業を見据えた岐阜・長野圏域における地域の魅力を活かした広域観光活性化計画（重点③）

計画の期間 令和8年度 ～ 令和12年度　（5年間） 岐阜県（長野県と連携）交付対象
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1 夕森公園総合案内所

2 岩村城下町

3 道の駅「遠山郷」周辺施設群

4 開田高原

5 野麦峠スキー場周辺施設群

6 田の原観光センター周辺施設群
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（整備計画関連事項）

①
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①

計画の評価の実施予定

事後：令和１５年３月予定

拠点施設 広域的特定活動 重点地区 拠点施設 広域的特定活動 重点地区

岩村城下町 観光旅客に対する役務の提供

夕森公園総合案内所 観光旅客に対する役務の提供

備　　考 ・上記施設の活動は、中部圏広域地方計画協議会にて「新時代の観光交流促進プロジェクト」に沿ったものとして確認がなされた活動・施設である。（予定）

連携先都道府県との連携について

整備方針 整備方針に合致する主な事業

拠点施設へのアクセス時の快適性を高める A11-1、A11-2、A11-3

・瑞浪恵那道路（可児御嵩IC～土岐JCT間）（事業主体：国土交通省中部地方整備局）

その他

交付対象事業に関連して実施される主な事業

連携方針

岐阜県と長野県では、中部圏広域地方計画の広域連携プロジェクトである「新時代の観光交流促進プロジェクト」を推進するため、両県における特色のある観光資源を活かし、地
域内外からの来訪頻度を高めるべく長期滞在を促進する取り組みが進められている。これらの取り組みに合わせて必要な基盤整備を実施することで、当該エリアのさらなる誘客拡
大を図り、観光振興による地域の活性化を推進する

推進体制
長野県、岐阜県の事業担当者が集う会議を開催

具体的な
取組内容

長野県と岐阜県の事業担当者により連携会議を開催し、各県の取り組み状況に関する情報交換を行うとともに、今後の方針等について検討を行い、必要に応じて事業方針の見直し
を行う。（年１回以上）

・東海環状自動車道（可児御嵩IC～土岐JCT間）（事業主体：中日本高速道路株式会社）


